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楽しさや喜びを実感する器械運動の

指導の工夫
－－ 仲間とかかわり合う活動を取り入れて

特別研修員 須藤 真 （渋川市立金島小学校）

Ⅰ 主題設定の理由

現在、児童を取り巻く環境は大きく変化している。スポーツ少年団や各種スポーツ教室等で

熱心に活動している児童が多い反面、家庭に帰っても、児童同士で遊ぶことが少なくなり、室

内でのゲーム遊びや学習塾へ通う児童が増えている。その結果、活発に運動をする児童とそう

でない児童の二極化が進んでいる。

、 。また 遊びや運動など集団の様々なふれあいから生まれてくる友達関係があまり見られない

特に他人と自分との違いを認め、互いに協力し合って活動する体験が減り、友達に対する関心

が薄くなっている傾向があると考える。

このような現状から、教師としては、児童一人一人が自分の思いをもって、仲間と考えたり

喜び合ったりしながら、楽しく遊びや運動に取り組める子どもたちになってほしいと願ってい

る。

が体育は好きと答えて本校の６年生に体育に対する意識調査をしたところ、ほとんどの児童

いる。領域別でみると球技のような集団的な運動を好んでいる反面、器械運動や陸上運動など

の個人種目の運動に対しては苦手意識が見られた。これは、スポーツ少年団の活動や休み時間

の過ごし方からサッカーなどの球技が身近で関心が高いためと思われる。また、器械運動のよ

、「 」「 」 。うに できる できない がはっきりしている運動については負担を感じている児童も多い

これは、器械運動の楽しみ方である「今もっている力で楽しむ」や「新しい技を追求すること

で楽しむ」という、経験が浅いためと考える。

これまでの授業では、個人的なスポーツの特性から自己の技の習得に向かって努力すること

が中心の活動となり、自分自身や仲間のよさに気付くことが難しく、苦手意識をもっているた

めに意欲的に取り組むことができなかった。また、教師側の意識の中にも、できるようにして

あげたいという克服的なとらえ方が強かったため、児童が楽しみながら学習できるような学習

。 、形態の工夫や指導方法・支援が不足していたことも原因の一つといえる これらの課題に対し

仲間とかかわり合う活動を取り入れることは、励まし合ったり教え合ったりする中で、自分自

身や仲間の良さに気付くことができ、個人的なスポーツも集団的スポーツと同じように、運動

を楽しみながら取り組むことができると考える。

そこで、器械運動の指導において、仲間と共に見合う・励まし合う・教え合う・認め合うな

どかかわり合う活動を取り入れることによって運動の楽しさや喜びを実感することができると

考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

器械運動の学習において、仲間とかかわり合う活動を取り入れることは、運動の楽しさや喜

びを実感するうえで有効であることを、実践を通して明らかにする。
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Ⅲ 研究の見通し

１ つかむ過程において、仲間と見合ったり励まし合ったりする活動を取り入れ、ゲーム的要

素のある運動を行えば、運動の楽しさを味わうであろう。

２ 追求する過程において、仲間と教え合ったり工夫し合ったりする活動を取り入れ、集団演

技を行えば、学習に対する意欲が高まるであろう。

、 、 、３ まとめの過程において 仲間と認め合う活動を取り入れ 発表会や話し合う活動を行えば

運動の楽しさや喜びを実感するであろう。

Ⅳ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1) 「楽しさや喜びを実感する」について

運動の楽しさや喜びとは、運動の特性にふれ活動すること自体が楽しいということや技能の

習得や体力の向上を目指すということだけではなく、仲間と共に励まし合ったり工夫したり教

え合ったりする中で課題を解決し、その成果を認め合うことで味わえる楽しさや喜びであると

考える。

しかし、器械運動は 「できる 「できない」がはっきりするため、できばえだけに視点を当、 」

てた授業では、楽しさや喜びを十分に味わえないことが多い。そこで、器械運動におけるいろ

いろな楽しさや喜びを多くの児童が体験できるよう、次の３点に十分にふれたいと考える。

① 仲間と一緒に活動する楽しさや喜び

個人差や経験の違いがあっても、互いに励まし合い認め合いながら一緒に活動する楽しさや

喜びである。

② 工夫して活動する楽しさや喜び

個人差を認め、仲間と共に演技構成を工夫したり、課題を解決するための方法を選んだりな

ど、工夫しながら活動する楽しさや喜びである。

③ 成果を認め合う楽しさや喜び

仲間と作りあげた集団演技を発表会で一緒に演技したり、話し合いの活動をしたりすること

で、成就感を共有することができる楽しさや喜びである。

(2) 仲間とかかわり合う活動とは

仲間とかかわり合う活動とは児童が楽しく運動するために、友達同士互いに見合う・励まし

合う・教え合う・協力しながら工夫し合う・認め合うなどの活動を行うことである。本研究で

、 、 、は具体的な活動として つかむ過程ではゲーム的要素の運動を 追求する過程では集団演技を

まとめの過程では発表会や話し合いを取り入れることにした。

ゲーム的要素の運動とは、数名のグループで行う準備運動的な活動である。あまり勝負にこ

だわりすぎないようにし、仲間と共にその運動を楽しむものである。集団演技とは、数名のグ

ループになり、個々のできる技とできない技の違いがある中で、自分のできる技を取り入れな

がら、みんなで演技構成を工夫したり課題を追求したりするものである。意見交換とは演技発

表のあとに、他のグループから意見や感想を聞いたり、仲間のよさに気付いたりする活動であ

る。このように、仲間とかかわる活動を取り入れることにより、一人で運動に取り組んでいた

ときよりも、課題を明確にすることにより意欲が高まり、仲間と活動する楽しさ、課題を解決

していく楽しさ、できた喜びや共に学んだ成就感を共有することができると考える。



- 3 -

２ 研究の方法

研究の見通しに基づき、次のような計画で授業実践及び検証をする。

(1) 授業実践計画

対 象 渋川市立金島小学校 ６年２組 （男子25名、女子15名 計40名 ）

単元名 マット運動 時期・時間 平成15年10月下旬から ７時間予定

検証計画(2)

検証項目 検 証 の 観 点 検証の方法

つかむ過程において、仲間と見合ったり励まし合ったりする ・学習活動の観察

見通し１ 活動を取り入れ ゲーム的要素のあるマット運動を行うことは ・学習カードへの記述の、 、

マット運動の楽しさを味わううえで有効であったか。 分析

・発言の観察追求する過程において、仲間と教え合ったり工夫し合ったり

見通し２ する活動を取り入れ、マットの集団演技を行うことは、学習に ・学習活動の観察

対する意欲を高めるのに有効であったか。 ・学習カードへの記述の

分析

まとめの過程において、仲間と認め合う活動を取り入れ、発 ・学習活動の観察

・発言の観察見通し３ 表会や話し合い活動をすることは、マット運動の楽しさや喜び

を実感するうえで有効であったか。 ・学習カードへの記述の

分析

(3) 抽出児童

運動能力は高いが個人プレーに走りがちである。本単元では、自分の能力を生かしながら

Ａ 仲間と教え合ったり励まし合ったり、認め合ったりする活動を通して、ともに活動するよさ

に気づくようにし、運動の楽しさや喜びを実感できるようにしたい。

友達と一緒に活動することが苦手で、運動に対して関心が薄く、自分から進んで取り組む

Ｂ ことは少ない。本単元では、自分の今もっている力で楽しめる運動で、教え合ったり励まし

、 、 。合ったり 認め合ったりする活動を通して 運動の楽しさや喜びを実感できるようにしたい

Ⅴ 研究の展開

１ 単元の考察、目標及び評価規準

単 マット運動では、主として回転する技や倒立する技の中から自己の能力に適した技を易しい条件の

元 下で取り組み、それらの技が正確にできるようにするとともに、同じ技を繰り返したり、技を組み合

の わせたりして楽しむものである。

考 本単元では、仲間とかかわる活動を取り入れ、ゲーム的要素のある運動や集団演技を行うことによ

察 り、これまで克服的なイメージの強かったマット運動の楽しみ方が広がると考える。

ｏ自分の力にあった技をより良くしたり、練習方法を工夫して新しい技に挑戦したりすることができ

目 る。

標 ｏ自分のめあてをもって、仲間と協力して運動したり、器械・器具の使用の仕方を工夫して安全にマ

ット運動をしたりすることができる。

おおむね満足できる状況 十分満足できる状況

運動や健康・安全への関心・意欲・態度

評 ・課題をもって進んで取り組もうとしてい ・自分の力にあった技に進んで取り組み、マット運動

る。 の楽しさや喜びを味わおうとしている。

・仲間と互いに励まし合い、教え合い、補助するなど

価 ・仲間と互いに教え合い補助するなどして安 協力して、器械や器具の安全な使い方や約束に留意し

全や約束に留意して運動しようとしている。 て運動しようとしている。

運動や健康・安全についての思考・判断

規 ・自分の力にあった技を選び、学習カードや ・自分の力にあった技や新しい技を選び、学習カード

補助具を活用して場や仕方を選んで練習して や補助具を活用して、自分に適した場や仕方を工夫し

いる。 て練習している。
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準 運動の技能

・今できる技を繰り返してよりよくしたり、 ・自分の力にあった技を安定した動作で行ったり、連

新しい技に挑戦したりすることができる。 続技や新しい技に挑戦することができる。

・集団での易しい演技をすることができる ・集団で気持ちを合わせて運動することができる。

２ 指導計画と評価計画 （７時間）

過程 時間 学 習 活 動 支援及び指導上の留意点 評価項目（方法）

ｏオリエンテーション ・学習計画、活動内容の説明をす ・学習への興味がもてる。

【 】・学習の進め方を知る。 る。 関心・意欲・態度

。 （ ）・資料の活用の仕方を知る ・資料の活用の仕方を説明する。 観察

つ ｏマット運動のゲームを ・回数や速さなどに注目するよ ・仲間と協力して運動し

する。 う助言し、これからの練習に生 ている。

【 】 【 】１ 見通し１ かせるようにする。 関心・意欲・態度

（ ）・技能面や勝敗にこだわり過ぎ 観察

か ・ ないよう助言し、楽しく活動が ・仲間と協力して積極的に

できるようにする。 取り組んでいる。

」 【 】２ ・今「できる技 「もう少し ・自己の課題が確認できるようチ 関心・意欲・態度

（ ）でできそうな技」をチェッ ェックカードをもとに互いに見合 活動の観察

む クカードを使い確かめる。 いながら進めるよう説明する。 ・自己の課題をもつことが

・自己の能力に合わせて無理のな できる。

【 】・学習カードに自分の課題 よう助言する。 関心・意欲・態度い

（ ）を記入する。 ▲消極的な取組の者には、行い方 学習カードの記述

を支援したり、必要に応じて補助

をしたりしていろいろな技にチャ

レンジしてみるよう助言する。

ｏ自己の課題解決に向けて ・練習が協力して効果的にできる ・自己の能力に応じた場や

練習する。 よう、できるだけ同じ課題の者同 練習方法で取り組んでい

（めあて１） 士で組むよう配慮する。 る。

【 】今、できる技を大きな動 ・課題に応じた練習の場を選べる 関心・意欲・態度

（ ）作や調子よく行えるよう よう、実態に応じた練習の場を準 活動の観察

（ ）にする。 備する。 学習カードの記述

・互いに励まし合い、教え

追 ３ ・技や練習のポイントを示した資 合いながら取り組んでい

料を準備し、班ごとに配布してお る。

【 】く。 関心・意欲・態度

（ ）・課題に応じた、練習の場 ・友達の技を見た後は必ず声をか 活動の観察

を選んだり工夫したりする けるよう助言する。 ・自己の能力にあった技を。

・資料をもとに技のポイン 繰り返し取り組み、より良

。 【 】・ トを確かめ、練習方法の工 く演技ができる 技能

（ ）夫をする。 活動の観察

（ ）学習カードの記述

求 ｏ集団演技を練習する。 ・誰でもが楽しめるようやさし ・仲間と協力して練習を

見通し２ い集団演技となるように助言す している。【 】

【 】・仲間同士で演技を見合 る。 関心・意欲・態度

（ ）４ たり教え合ったりする。 ・個人の能力をもとに、グルー 活動の観察

・アイデアを出し合う。 プの目標が無理のないように助 ・練習方法の工夫や演技

言する。 構成の工夫をしている。

【 】・マットの置き方や構成につい 関心・意欲・態度

（ ）て十分話し合い、工夫をするよ 活動の観察

（ ）う助言する。 学習カードの記述

す ・グループの目標が実態にあった ・集団で易しい演技をす

ものであるかどうかを確認し、適 ることができる。

【 】宜助言する。 技能

（ ）▲アイデアがうまく出せないグル 活動の観察



- 5 -

（ ）ープには積極的にかかわり助言す 学習カードの記述

る。

・自己の課題解決に向けて ・集団演技のレベルアップを意識 ・自己の能力に応じた場や

練習する。 させ、学習への意欲をはかる。 練習方法で取り組んでい

（めあて２） ・もう少しでできそうな技に積極 る。 【思考・判断】

る もう少しでできそうな技 的に取り組むよう、実態を確認し （活動の観察）

新しい技に挑戦する。 ながら助言する。 （学習カードの記述）や

・友達の技を見た後は必ず声をか ・互いに励まし合い、教え

５ ・課題に応じた、練習の場 けるよう助言する。 合いながら取り組んでい

を選んだり工夫したりする ・前回に配布した資料を参考にす る。。

【 】・資料をもとに技のポイン るように助言する。 関心・意欲・態度

（ ）トを確かめ、練習方法の工 活動の観察

・新しい技や今まで練習し夫をする。

た技がよくなっている。

【 】技能

（ ）活動の観察

（ ）学習カードの記述

ｏめあて２で練習した技 ・各自の練習成果が発揮できる ・仲間と協力して練習を

を取り入れて集団演技を 構成になるように助言する。 している。

。 【 】 【 】６ 練習する 見通し２ ・演技構成にマットの配置が合 関心・意欲・態度

（ ）・仲間同士で演技を見直 うように指示をする。 活動の観察

し合ったり教え合ったり ・よりよい演技構成にし

する。 ようと工夫している。

【 】・グループの目標にあった演技構 思考・判断

（ ）成であるか確認をし、適宜助言す 活動の観察

る。

ｏ集団演技の発表会を行 ・努力の発表の場とし競うもの ・仲間の良さを認め合

ま う。 でなく、認め合う場となるよう う。

【 】と ７ ｏ集団演技の発表を振り にする。 関心・意欲・態度

。 【 】 （ ）め 返る 見通し３ ・できるだけ一人一人のよかっ 活動の観察

（ ）る ・今までの練習や発表会 た点について、具体的に認め合 学習カードの記述

について話し合う。 う言葉を掛け合うように指示す

る。

Ⅵ 研究の結果と考察

１ つかむ過程において、仲間と見合ったり励まし合ったりする活動を取り入れ、ゲーム的要素のある

マット運動を行うことは、マット運動の楽しさを味わううえで有効であったか

つかむ過程では、全員ができる技でマット運動に関連したゲーム（前転リレー、バランス競

争、ボールキャッチ）を行った。グループ編成は男女混合で、練習の効率と、次の過程での活

動を考慮し、６から７人とした。はじめに、前転リレーを２回行った。１回目は単に勝ち負け

で歓声を上げている児童が多かったが、速かったグループを手本として、どこがよいのか考え

る場を設けたことにより 「○○ちゃん、うまい 「ボールみたい 」などの声が聞こえた。作、 。」 。

戦タイムとしてグループごとに話し合いをした後２回目を行ったが、どのグループからも「体

を小さく もっと丸めて などのアドバイスが聞かれ ほとんどのグループが１回目の優勝。」「 。」 、

タイムを上回った。また、他のゲームも同様にアドバイスやグループの応援も多く聞かれ、ほ

とんどの児童が楽しみながら取り組むことができた。

Ａは初め、あまり興味がないのか、自分の順番がくるとただ黙々とゲームを行っていたが、
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、 。 「 。」前転競争の２回目は 意識して一番速く回ろうとした グループの仲間からも ちゃん速いA

。 、 。と声をかけられうれしそうであった ボールキャッチでは すぐにボールを取ることができた

すると「おしい 「もう少し 「前に投げた方がいいよ」などのアドバイスをＡから進んで声が」 」

けするようになり グループのリーダーとなっていた 今の自分の力を知ろう では チェッ、 。『 』 、

クカードをじっくり見てから 「これ何 「できるかな」などとつぶやいていたが、仲間とアド、 」

バイスをし合いながら取り組むことができた。今までの体育の学習よりも、グループの仲間へ

の声がけや取り組む回数が多くなり、教師側から見ると意欲的に活動していると判断できた。

Ｂは初め、列の最後に並び、怖々と前の子の動きを見ていた。自分の番がきたとき、周りの

子の目を気にしているようでおどおどしていたが、失敗せずにできたのでほっとしている様子

。 、「 。」 。 、がうかがえた その気持ちを後から聞くと 自分は下手だから と言っていた ２回戦では

グループの仲間から がんばれ と声をかけられ 少し笑顔が見られるようになった バラン「 。」 、 。

ス競争では、すぐに足をついてしまうが、笑顔でグループの女子を応援していた。ボールキャ

ッチはとれなかったが最後まであきらめずに挑戦することができた。今まで友達と一緒に活動

することが少なかったＢが、仲間から声をかけられたことがうれしく「マット運動は嫌いだけ

ど 今日は楽しかった 今度の時間は 前転をするんだ という声を聞くことができ 運動、 。」「 、 。」 、

に対する意欲がもてたと考える。

マット運動に対して関心が薄かったり苦手としていたりする児童には、自分の力にあっため

あてをもつことが難しいと思えたが、導入で取り入れたゲーム的要素の運動により、児童が興

味をもち、仲間からの励ましやアドバイスもあり、ほとんどの児童がスムーズに自分のめあて

を学習カードに記入することができた。また、毎時間の「振り返り」でも、自分から進んで取

り組めた印や言葉が多かった。

以上のことから、つかむ過程において、ゲーム的要素の運動を取り入れ、仲間と励まし合っ

たり認め合ったりすれば、マット運動の楽しさを味わうことができたと考える。

２ 追求する過程において、仲間と教え合ったり工夫し合ったりする活動を取り入れ、マットの集団演技

を行うことは、学習に対する意欲を高めるのに有効であったか

追求する過程では、まずチェックカードや学習カードをもとに、みんなでできる技を取り入れ

集団演技の構成を考えためあて１の技をもとに話合いで構成を考える際に、一人ひとりの考え

が生かされるように、各グループごとに用紙を配り、技の種目やマットの並べ方などを自由に

書けるようにした 資料１集団演技の構成を練る様子参照 初めは リーダーが発言し決定し。（ ） 、

ていたが ある程度の構成が練られると 自分たちの考えた構成で練習を始めた あれ 場所、 、 。「 、

が違う ○○ちゃん速い などの声が聞こえ 考えたことと実際とのずれが生じ すぐ話合。」「 。」 、 、

いに戻るグループもあった。しかし、どのグループも、ほとんどの児童が声を掛け合いながら

活動するようになった。

Ａはグループのリーダーとなり 集団演技の構成について話合いをしているとき これを入、 、「

れよう この順番でしよう など進んで発言したり ○○ちゃんは何をしたい など他の。」「 。」 、「 。」

子からの意見も取り入れるように発言していた。練習を始めると男女に分かれてしまったが、

うまくいかないときはみんなで集まり話し合いをしていた。男子が技をそろえて行う練習をし

ていると、女子からタイミングをとる合図が自然にあり、男子の練習がスムーズにできた。こ

れをきっかけに、女子が練習をするときもＡは自分から手をたたき合図を送るようになった。

Ｂは集団演技の構成の話し合いの時は、グループの中にいるだけで、リーダーから「何をし

たい 」と聞かれても自分の意見は言えずにいた。練習中は 「Ｂちゃん、もう少し手を前に出。 、

した方がいいよ 「もう少し早く 」などのアドバイスを受けると、楽しそうに活動するように」 。

なった Ｂは仲間から声をかけられることにより 自分もチームの一員だ という仲間意識が。 、「 」
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生まれ 活動意欲が高まったと考えられる 練習後の学習カードには 友達がやさしい と書、 。 、「 」

かれていた。

一人で行う個人練習よりも、仲間と行うことにより、互いに教え合ったり、見合ったりする

ため、多くの児童が自己のめあてを達成していた。

前時で構成した集団演技をさらにより良いものにするため、もう一度構成を練り直したり新

しい技を組み入れたりして 集団演技のレベルアップを図ることにした めあて２ グループ、 （ ）。

ごとに話し合いをした後 各自の新たなめあてで練習を行った 僕はこの技をするよ こう、 。「 。」「

した方がいいよ 」などの声が聞こえ、練り直した構成に多くの児童の考えが反映されたようで、。

最初から活発に活動できた 時間になっても もう少しだけ あと５分 という声が多く聞。 「 。」「 。」

かれ、ほとんどの児童が休むことなく活動していた。自分

資料１ 集団演技の構成を練る様子の考えや技がグループに生かされる楽しさを感じている

ようである。

Ａは新しい技に挑戦していたが、なかなか思うように

できずにいた。数名が同じ技に挑戦しており、その子の

動きや資料を熱心に見ていた 「手の位置を見て 「５。 。」

つ数えて 「どうだった 」など意見を交換しながら活。」 。

動していたがまだ完成はせず、全員で集団演技練習を行

っていても、新しい技はうまくいかずそこで止まってし

まった。不安そうであったが、演技には取り入れること

にし前向きに取り組んでいた。

Ｂは、今できている技をさらにスムーズにしようと練習していた。自分から話すことが少な

かったが 「手を見ていて 「どうだった 」など、仲間に話しかけることが多くなっていた。、 。」 。

全員での集団演技では、手をたたいて合図をする役割もあり、タイミングが合わなかったり、

失敗をしたりするのではないかと不安そうではあったが、仲間に励まされながら一生懸命に取

り組んでいた。

どのグループも準備運動から練習が終わるまで、休まずに取り組んでいた。また、けがや病

気のために練習ができなくなってしまった児童もいたが 「合図ができるから 「みんなの演技、 」

を見たい」と自分のできることを熱心に取り組むことができた。

以上のことから、追求する過程において、集団演技を取り入れ、仲間と工夫したり教え合っ

たりすることは、共に活動するここちよさを知ることができ、学習に対する意欲が高まったと

考える。

３ まとめの過程において、仲間と認め合う活動を取り入れ、発表会や話し合い活動をすることは、マ

ット運動の楽しさや喜びを実感するうえで有効であったか

自分のグループの演技を見たい という意見もあり また 振り返るときに参考にもなる「 。」 、 、

ため、ビデオ撮影をしながら各グループごとに発表を行った。予想以上に児童は緊張していた

が、リーダーの合図のもと、どのグループも最後まで演技することができた。発表中、難しい

技やそろった演技には 歓声や拍手が自然に起きた 資料２発表会の様子参照 なかには失敗、 。（ ）

してしまった子もいたが、周りからその子を責めるようなことはなかった。発表の後の感想で

は 上手だった 構成が面白い ○○ちゃんの技がすごかった などの意見が出され どの、「 」「 」「 」 、

班も満足していた。

Ａのグループは、Ａが手をたたいて合図を送り、スムーズに演技をすることができた。不安

であった技もそろって行うことができ 「みんなで協力してよい発表ができた 「集団演技は楽、 」
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資料２発表会の様子しかった 「できない技に挑戦したい 「マット運」 」

動がとても楽しかった」などの感想があった。体

を動かすことが大好きなＡだが、仲間とかかわる

ことで苦手意識のある運動にも興味をもてるよう

になり運動がさらに好きになったと考える。また

「ここをしっかりした方がいい」と仲間からのア

ドバイスに素直に従い 「アドバイスがあったか、

ら技がよくなった」と友達のよさを付け加えてい

た。

Ｂは、演技中、合図を送る役割もあり、自分の演

技だけでなく、仲間の動きをしっかり見ながら手を

たたき 合図を送ることができた みんなと演技して楽しかった もっとしたい ○○ちゃ、 。「 」「 」「

んがよく教えてくれた」など書かれており、学習カードの「楽しむ」の欄は全て◎であった。

、 、「 」どの班の感想にも ゲームや集団演技を取り入れた今回のマット運動は おもしろかった

もっとやりたい ○○ちゃんって すごい など書かれており マット運動というだけで苦「 」「 、 」 、

手意識が強かった児童に、仲間とかかわる活動を取り入れたことにより、運動の楽しさだけで

なく、仲間とかかわるよさにも気付くことができたと考える。

以上のことから、まとめの過程において、発表会や振り返りの話し合いを取り入れ、成果を

見合ったり認め合ったりしたことは、運動の楽しさや喜びを実感することができたと考える。

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題

○仲間とかかわり合う活動は、マット運動に対して苦手意識をもっていた児童や技能の向上で

マット運動の楽しさを感じていた児童も、ゲーム的運動や集団演技を行ったことにより、構成

や場の工夫をする楽しさや仲間から認められること、仲間のよさに気付くことなどいろいろな

場面でマット運動の楽しみや喜びを実感することができたと考える。また、構成をもっといい

ものにしたいという考えから、さらに新しい技に挑戦するなど、技能面が高まった児童も多く

見られた。

○まとめの過程では、自分の演技が仲間から認められたり、他のグループからも認められたこ

となどから、一緒に活動した成就感や達成感を共有することができたと考える。また、マット

の準備や後かたづけなど、全員で取り組むことが多くなり、協力する姿が多く見られた。

○ 集団演技も楽しかったけど 自分のめあての時間がもう少しほしかった という意見も聞「 、 。」

かれた。他の領域の運動や時数を考え、ブロック研修を通して年間指導計画の見直しなど今後

の課題として取り組んでいきたいと思う。
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